



こに報告する.【患者紹介】 I氏 男性 71歳 右腎
癌・多発性肺転移 性格 :我慢強い 妻と二人暮らし









































































































行った.【方 法】 平成 20年 1月から平成 24年 12月
における当病棟への紹介患者について, 院内・院外の割
合,二次保健医療圏ごとの紹介数,患者の居住地などの
推移を調べ検討した.【結 果】 過去 5年で紹介患者
数は 152名から 125名と 17.8％減少したが,入院患者数
は 119人から 115人と横ばいであった.院内紹介の割合
























































中野 理加，須藤 弥生，土屋 道代
前島 和俊 （前橋赤十字病院 薬剤部）
【はじめに】 フェンタニルは,がん性疼痛に使用される
強オピオイド鎮痛剤で,他のオピオイド製剤と比較し副
作用が少ないことが知られている.また貼付剤として簡
便に投与できるため,終末期患者に対して選択されるこ
とがある. 今回, フェンタニル貼付剤の開始に伴い,
Grade 3以上の傾眠が出現した症例を 2例経験したため
報告する.【症例１】 60歳女性.卵巣がん.腸腔 にて
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